
省

令

別
表
第
二
中「

横
瀬
村
」

を「
横
瀬
町
」

に
、

「
岐
阜
県
関
ヶ
原
町

本
巣
町

伊
自
良
村

0•
68

0•
52

0•
62
」

を 「
岐
阜
県
山
県
市

本
巣
市

関
ヶ
原
町

0•
44

0•
59

0•
68
」

に
、

「
三
重
県
伊
勢
市

0•
24
」

を「
三
重
県
伊
勢
市

い
な
べ
市

0•
24

0•
16
」

に
改
め
る
。

平成˜�年š月˜˜日 金曜日 第›—œ˜号官 報

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
十
五
年
度
分
の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
金
及
び
補
助
金
か
ら
適
用
す

る
。

〇
総
務
省
令
第
二
十
八
号

首
都
圏
、
近
畿
圏
及
び
中
部
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
等
の
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
首
都
圏
、
近
畿
圏
及
び
中
部
圏
の

近
郊
整
備
地
帯
等
の
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
一
日

総
務
大
臣

麻
生

太
郎

首
都
圏
、
近
畿
圏
及
び
中
部
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
等
の
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

首
都
圏
、
近
畿
圏
及
び
中
部
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
等
の
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
自
治
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
八
号

厚
生
労
働
省
設
置
法（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）

及
び
厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五

十
二
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

尾
辻

秀
久

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
六
条
の
二
の
見
出
し
を「（
認
知
症
対
策
推
進

室
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
痴
呆
対
策
推
進
室
」
を

「
認
知
症
対
策
推
進
室
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
痴

呆
対
策
推
進
室
」
を
「
認
知
症
対
策
推
進
室
」
に
、「
、
痴

呆
」
を
「
、
認
知
症
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
痴
呆

対
策
推
進
室
」
を
「
認
知
症
対
策
推
進
室
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
二
十
二
号

農
業
改
良
助
長
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
五

号
）
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
業
改
良
助
長
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

島
村

宜
伸

農
業
改
良
助
長
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

農
業
改
良
助
長
法
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
農
林
水
産

省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
四
号
中
「
大
学
入
学
資
格
検
定
規
程

（
昭
和
二
十
六
年
文
部
省
令
第
十
三
号
）
に
よ
る
検
定
に

合
格
し
た
者
」
を
「
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
規
則

（
平
成
十
七
年
文
部
科
学
省
令
第
一
号
）
に
よ
る
高
等
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
に
合
格
し
た
者
（
同
規
則
附
則
第

二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
大
学
入
学
資
格
検
定
規
程

（
昭
和
二
十
六
年
文
部
省
令
第
十
三
号
）
に
よ
る
大
学
入

学
資
格
検
定
に
合
格
し
た
者
を
含
む
。）」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
二
十
三
号

青
年
等
の
就
農
促
進
の
た
め
の
資
金
の
貸
付
け
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
二
号
）
第
七
条
第

四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
青
年
等
の
就
農
促
進
の
た
め
の

資
金
の
貸
付
け
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

島
村

宜
伸

青
年
等
の
就
農
促
進
の
た
め
の
資
金
の
貸
付
け
等

に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

青
年
等
の
就
農
促
進
の
た
め
の
資
金
の
貸
付
け
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
農
林
水
産
省
令

第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
の
表
第
一
号
中
「
第
十
四
条
第
一
項
第

五
号
」
を
「
第
七
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
表
第

三
号
中
「
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
改
良
普
及
員
」を「
第

八
条
第
一
項
の
普
及
指
導
員
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
二
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
森
林
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
十
七
年
三
月
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

島
村

宜
伸

森
林
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

森
林
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令
第
五
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
十
八
号
中
「
同
項
第
十
四
号
」
を
「
同
項
第

十
六
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
十
四
号

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五

号
）
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
十
九
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

北
側

一
雄

道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省

令
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

第
二
十
六
条
の
六
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け

る
回
送
運
行
許
可
番
号
標
の
貸
与
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
第
二
十
六
条
の
六
第
三
項
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
回
送
運
行
許
可
番
号
標
の
有
効
期
間
ご

と
の
数

第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
中
「
前
項
の
申
請
書
に
記
載

さ
れ
た
数
の
回
送
運
行
許
可
証
及
び
回
送
運
行
許
可
番
号

標
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
」
を
「
前
項
の
申

請
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
書
面
」
に
改
め
、
同
項
に
次

の
各
号
を
加
え
る
。

一

前
項
第
四
号
の
数
の
回
送
運
行
許
可
証
及
び
回
送

運
行
許
可
番
号
標
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
証
す
る
書

面
二

第
二
十
六
条
の
六
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け

る
回
送
運
行
許
可
番
号
標
の
貸
与
を
受
け
よ
う
と
す

る
申
請
者
に
対
し
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
面

イ

前
項
第
五
号
の
数
の
回
送
運
行
許
可
番
号
標
を

必
要
と
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

ロ

縮
尺
、
方
位
及
び
第
二
十
六
条
の
六
第
三
項
の

道
路
の
区
間
を
表
示
し
た
当
該
道
路
の
区
間
の
付

近
の
見
取
図

ハ

第
二
十
六
条
の
六
第
三
項
の
道
路
の
区
間
に
お

け
る
回
送
自
動
車
の
交
通
の
状
況
及
び
回
送
自
動

車
以
外
の
自
動
車
の
交
通
の
状
況
を
記
載
し
た
書

面

第
二
十
六
条
の
五
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
回
送
運
行
許
可
番
号
標
及
び
こ
れ
に
記
載
さ

れ
た
番
号
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
四
条
中
「
確

実
に
」
と
あ
る
の
は
、「
脱
落
し
な
い
よ
う
に
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条
の
六
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

主
と
し
て
自
動
車
運
送
船
（
専
ら
自
動
車
の
運
送
の

用
に
供
さ
れ
る
貨
物
船
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。）
か
ら
陸
揚
げ
さ
れ
た
自
動
車
の
当
該
自
動

車
運
送
船
が
発
着
す
る
埠ふ

頭
（
本
邦
と
外
国
と
の
間
を

往
来
す
る
自
動
車
運
送
船
が
発
着
す
る
埠
頭
に
限
る
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）か
ら
駐
車
場
、
自
動
車

整
備
工
場
そ
の
他
関
係
施
設
へ
の
回
送
又
は
自
動
車
を

自
動
車
運
送
船
に
積
み
込
む
た
め
に
行
う
当
該
自
動
車

運
送
船
が
発
着
す
る
埠
頭
へ
の
回
送
の
用
に
供
さ
れ
て

い
る
道
路
の
区
間
に
お
い
て
、
当
該
回
送
の
効
率
化
を

図
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
道
路
の

区
間
に
お
け
る
回
送
運
行
許
可
番
号
標
に
つ
い
て
は
、

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る

も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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